
広報たわらもと 2016.11広報たわらもと 2016.11 18

情 報 ホ ッ ト ラ イ ン 町民の皆さんにお知らせしたい情報をギュッと
凝縮して掲載しています。

催
し
・
講
座

パ
パ
の
た
め
の
料
理
教
室

   

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
パ
パ
の
手
作
り

料
理
で
マ
マ
と
子
ど
も
た
ち
を
も
て
な
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

料
理
を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も

簡
単
に
で
き
る
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を
作
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
4
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

簡
単
に
で
き
る
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

対
象　

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
父
親

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

主
催　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

問
・
申
込　

11
月
7
日
㈪
〜
25
日
㈮
に
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
8
0
0
0
）
へ
。

F
A
X　

第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大

会
選
考
会
の
出
場
者
募
集

　

平
成
29
年
3
月
4
日
㈯
に
馬
見
丘
陵
公
園

で
行
わ
れ
る
「
第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
」
に
町
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る

選
手
を
決
め
る
選
考
会
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈯
午
前
8
時

　
　
　
（
受
付
＝
午
前
7
時
30
分
〜
）　　

場
所　

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
旧
志
貴
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

参
加
資
格　

町
内
在
住
の
小
学
5
・
6
年
生

選
考
距
離　

約
1
・
8
㌔

申
込
方
法　

11
月
13
日
㈰
（
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
）
ま
で
に
、
中
央
体
育
館
設
置

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
保
護
者
の
印
鑑

が
必
要
）

そ
の
他　

記
録
の
上
位
者
男
女
６
人
を
選
考

し
、
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
ま
で
合
同
練
習

会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
開
催
す
る

保
護
者
説
明
会
で
説
明
し
ま
す
。

問　

中
央
体
育
館
（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
）
☎
33
･
5
8
8
2

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な

ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ

る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。そのた
め 11 月 9 日㈬～ 15 日㈫に全国一斉に、秋の火災予
防運動が実施されます。火の取り扱いには十分注意し、後始末は確実に行い
ましょう。期間中、磯城消防署では、地元消防団や磯城婦人防災クラブ員と
の合同巡回広報を実施します。
　皆さんも、もう一度火の恐ろしさを思い起こし、地域や家庭から火事を出
さないためにはどうすればよいかこの運動を契機に考えてみてください。

秋の火災予防運動
「消しましょう　その火その時　その場所で」

住宅防火　いのちを守る　7 つのポイント
3 つの習慣
 寝たばこは、絶対やめる。
 ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
 ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
4 つの対策
 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
 寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
 お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

問　磯城消防署予防課☎ 33-2461

　住宅用火災警報器により助かった事例はたくさんあります。住宅用火災警報器
の設置は義務となっています。1日も早く住宅用火災警報器を設置しましょう。
事例紹介
 ベッドで就寝中、布団が落下して蚊取り線香に接触して出火。
住宅用火災警報器の警報音で目を覚まし、布団を台所の流しに
持って行き水道水で消火した。
 自宅 2階で使っていた古い扇風機が発熱して出火。1階にいた家族が住宅用火
災警報器の警報音に気付き、ベランダに置いていた水やり用の水で消火した。

※悪質な訪問販売には注意してください。 
※消防署が販売・取り付けをすることはありません。

命を守ってくれた！　住宅用火災警報器！！
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☎ 0744-32-2901
町役場の代表電話番号 税など 暮らし・環境 保険・年金 健康・福祉 子育て・教育

まちづくり 催し・講座 就職・募集 選挙 お知らせ

日
時　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
（
平
日
＝
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
／
土
・
日
曜
日
＝

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

対
象　

県
内
在
住
の
女
性

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
0
5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

※ 

携
帯
電
話
・
P
H
S
使
用
可
、
I
P
電
話

使
用
不
可

問　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
4
5
7　

福
祉
作
業
所
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

　

な
ら
桜
桃
会
で
は
、
地
域
と
の
交
流
を
図

る
た
め
、
作
業
生
が
無
農
薬
茶
や
リ
サ
イ
ク

ル
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

問
・
場
所　

田
原
本
町
福
祉
作
業
所
☎
33
・

5
8
2
4
（
千
代
1
2
2
1
の
1
）

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
の

講
座

 

自
助
具
（
日
常
生
活
の
動
作
を
手
助
け
す

る
道
具
）
製
作
体
験
講
座

日
時　

11
月
19
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

福
祉
住
宅
体
験
館

　
　
　
（
県
営
福
祉
パ
ー
ク
）

内
容　

コ
ッ
プ
ス
タ
ン
ド
（
コ
ッ
プ
を
持
ち

や
す
く
、
か
つ
倒
れ
に
く
く
す
る
自
助
具
を

製
作
し
ま
す
。
不
安
定
な
場
所
に
置
い
て
も

比
較
的
安
定
し
た
状
態
で
置
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

教
材
料
費　

5
0
0
円

※
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

申
込
締
切　

11
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
（
当
日
、
午
後
5
時
15
分
必
着
）

高
齢
者
介
護
者
向
け
介
護
講
座

日
時　

12
月
2
日
㈮
午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

福
祉
住
宅
体
験
館

　
　
　
（
県
営
福
祉
パ
ー
ク
）

内
容　

脳
卒
中
患
者
の
日
常
生
活
の
支
援
に

つ
い
て

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

資
料
代　

3
0
0
円

申
込
締
切　

11
月
18
日
㈮

　
　
　
　
　
（
当
日
、
午
後
5
時
15
分
必
着
）

申
込
方
法　

そ
れ
ぞ
れ
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
、
ハ
ガ
キ
、
F
A
X
ま
た
は
電
話

で
次
の
申
込
先
へ
。

問
・
申
込
先　

奈
良
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
（
〒
6
3
6
・
0
3
4
5　

田
原
本

町
多
7
2
2
／
☎
32
・
8
8
4
8
／
FAX
34
・

2
8
0
0
）

ウォーク＆記紀・万葉歴史講座
田原本町記紀・万葉事業

ゴール スタート

※記紀・万葉歴史講座の詳細は下記をご覧ください。

コ
ー
ス

史講座の

鏡
作
神
社

記をご

多
神
社

覧くださ

笠
縫
駅

記紀 万葉歴

町
民
ホ
ー
ル

（
歴
史
講
座
会
場
）

詳細は下

秦
楽
寺

　午前中は観光ボランティアガイドと共に町内を
ウォーキング、午後は記紀・万葉歴史講座に参加して
みませんか。

日時　1212月月1010日日㈯午後 2時～ 3時 30 分㈯午後 2時～ 3時 30 分
　　　（受付＝午後 1時 30分～）
場所　町民ホール（町役場西側）
講師　井上さやかさん（県立万葉文化館主任研究員）
演題　田原本と記紀万葉
参加費　300 円（町観光協会会員＝ 100 円）
定員　150 人（事前申込不要・先着順）
問　町観光協会☎ 33-4560（午前 9時～午後 4時／
火曜日は休館）

受付場所　近鉄笠縫駅東側
定員　50 人（申込順）
参加費　300 円（歴史講座参加費として、午後の講
座受付時にお支払いください）
申込方法　11 月 20 日㈰～ 30日㈬に電話かメールで、
住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記のうえ、申
込先まで。
案内　町観光ボランティアガイドの会「磯城のみち」
※ 小雨決行。（当日午前 7時以降に「奈良県北西部」
に警報が発令されている場合は中止）

※当日の問い合わせは午前 7時以降にお願いします。
※昼食は、各自ご用意ください。
問・申込先　田原本町記紀・万葉事業実行委員会事務
局（町観光協会内）〒 636-0300 田原本町 193（観
光ステーション「磯城の里」内）☎ 33-4560 ／
shikinosato@arion.ocn.ne.jp／午前9時～午後4時（火
曜日は休館）

日程 1212月月1010日日㈯㈯
（受付＝午前 8時 30 分～ 9時）

（
約
7
㌔
）

第 3 回記紀・万葉歴史講座 合併 60周年記念
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